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【目的】最近､我々は大きな蛍光標識の影響を受けずに低分子化合物の観察を行う
新しいイメージング法として､アルキンタグラマンイメージングを報告した｡し

かし本報告は概念実証に限られていた｡そこで､実際に様々なアルキン標識化合

物を設計 ･観察するための指針を得るため検討を行った｡

【方法 ･結果】既に生細胞イメージングに成功したアルキン化核酸アナログEdUを
基準として､アルキン化合物の網羅的な構造-ラマンシフト/強度相関の解析を行っ

た｡結果､用いるアルキンの種類によって数百倍程度のラマン散乱強度差が観察

された｡また､異なるラマンシフトを示すアルキンタグを用いることで､複数の

アルキン標識化合物の分布を生きた細胞の中で同時に観察することに成功した｡
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